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厚
生
労
働
省
は
、
目
下
過

労
死
防
止
大
綱
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
お
り
、
週
60
時

間
以
上
の
時
間
外
労
働
削
減

や
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
向

上
を
検
討
し
て
い
る
。
道
路

貨
物
運
送
業
は
過
労
死
の
労

災
補
償
支
給
件
数
が
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
脳
・
心
臓

疾
患
で
は
最
多
で
、
精
神
障

害
に
よ
る
支
給
も
上
位
に
あ

る
◆
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

は
、
精
神
障
害
の
出
来
事
別

支
給
状
況
を
先
般
報
告
し

た
。
令
和
２
年
度
に
支
給
決

定
し
た
件
数
１
９
０
６
件
の

う
ち
、「
上
司
と
の
ト
ラ
ブ

ル
」「
仕
事
の
内
容
・
仕
事

量
で
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
」「
上
司
な
ど
か
ら
パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
た
」
の
上
位
３

つ
で
39
・
８
％
、
自
殺
１
７

９
件
の
44
％
を
占
め
る
。
た

だ
し
、令
和
元
年
度
と
比
べ
、

支
給
決
定
件
数
は
い
ず
れ
も

減
少
し
て
お
り
、
５
位
に
位

置
す
る
同
僚
か
ら
の
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
を
含
め
、
テ

レ
ワ
ー
ク
が
増
え
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
対
人
関
係
の
ス

ト
レ
ス
は
減
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
病
気
や

怪
我
に
起
因
す
る
も
の
、
悲

惨
な
事
故
・
災
害
を
体
験
・

目
撃
は
元
年
度
よ
り
か
な
り

増
え
て
い
る
◆
労
災
支
給
決

定
件
数
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
46
・
５
％
。
女
性
の
割

合
が
高
い
の
は
、
セ
ク
ハ
ラ

（
94
％
）
以
外
に
は
同
僚
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
顧
客
や
取
引

先
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
、
同
僚

か
ら
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ

な
ど
。
今
後
、
自
動
化
・
省

力
化
の
進
行
に
よ
る
変
化
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

δ
（
21
・
７
・
20
）

　

就
任
の
抱
負
を

 
 

陸
海
空
そ
れ
ぞ
れ
に
ま

た
が
る
分
野
の
仕
事
を
担
当

す
る
部
署
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
局
が
あ
る
の
で
、

役
割
は
横
断
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ

に
は
例
え
ば
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

た
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

は
じ
め
現
代
的
な
視
点
で
進

め
て
い
く
。
い
わ
ば
交
通
行

政
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
な
と

こ
ろ
を
進
め
る
役
割
を
念
頭

に
業
務
に
あ

た
り
た
い
。

　

新
物
流
大

綱
が
決
定

し
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

が
設
定
さ
れ

た

 
 

初
め
て

物
流
大
綱
の

本
体
に
数
値

目
標
が
入
っ

た
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
自
体
は
手
段
で
あ
る

が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
進
み

具
合
を
数
値
で
確
認
し
な
い

と
い
け
な
い
し
、
数
値
化
さ

れ
る
と
頑
張
り
た
く
も
な

る
。
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
く
の

は
良
い
こ
と
。
例
え
ば
Ｉ
Ｔ

技
術
を
駆
使
し
て
情
報
化
に

対
応
し
て
い
く
と
か
、
自
動

化
・
機
械
化
あ
る
い
は
標
準

化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
物
流

業
界
の
長
年
の
課
題
だ
と
思

う
が
、
技
術
的
に
も
関
係
者

の
気
運
的
に
も
良
い
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
う
の
で
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
う
ま
く
活
用
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。
Ｄ
Ｘ
に
何
ら
か

の
形
で
着
手
し
て
い
る
企
業

の
割
合
を
１
０
０
％
に
し
て

い
く
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
実
現
さ

せ
た
い
。

　

物
流
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
消
費
者
の
割
合
を
１

０
０
％
に
、
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
入

っ
た
が

 
 

以
前
、
海
事
局
に
い
た

時
に
、
物
流
は
経
済
や
生
活

を
支
え
る
生
命
線
で
あ
り
、

そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
が
い

な
い
と
成
り
立
た
な
い
と
つ

く
づ
く
感
じ
て
い
た
。
そ
れ

が
、
一
般
の
方
々
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
着
任

し
て
物
流
業
界
の
皆
さ
ん
と

話
す
機
会
が
あ
り
、
荷
主
や

一
般
消
費
者
を
含
め
世
の
中

に
広
く
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
大
事
だ
と
思
っ
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
渋
滞
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
議
論
が
あ
る
が
、
逆

に
良
い
機
会
で
も
あ
る
。
以

前
よ
り
も
Ｐ
Ｒ
意
識
は
高
ま

っ
て
お
り
、
物
流
の
重
要
性

を
訴
え
る
広
告
も
あ
り
、
で

き
る
だ
け
機
会
あ
る
ご
と
に

広
げ
て
い
け
れ
ば
。
荷
主
企

業
と
も
協
力
し
て
物
流
シ
ス

テ
ム
全
体
の
重
要
さ
を
打
ち

出
し
て
い
き
た
い
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
対
応
な
ど
、
政
府
の
強

力
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
望

む
声
も
あ
る

 
 

強
力
な
取
り
組
み
は
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
社
会

全
体
を
変
え
て
い
く
も
の

で
、
通
り
一
遍
の
施
策
で
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
行
政

単
独
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
物

流
事
業
者
、
荷
主
、
そ
れ
に

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
力
を
結

集
し
て
進
め
る
こ
と
が
大

事
。
物
流
大
綱
で
具
体
的
な

方
針
や
取
り
組
む
べ
き
項
目

が
決
定
し
て
お
り
、
全
体
を

み
な
が
ら
整
合
性
を
も
っ

て
、
か
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

　

自
動
運
転
に
つ
い
て

 
 

実
現
し
た
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
解
決
す
る
と
思

っ
て
お
り
、
技
術
的
な
ハ
ー

ド
の
部
分
だ
け
で
な
く
法
制

度
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
課
題
も

大
き
い
が
、
１
日
も
早
く
実

現
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い

る
。

　

貨
客
混
載
に
つ
い
て

 
 

今
は
ト
ラ
イ
ア
ル
の
段

階
で
あ
り
、
な
か
な
か
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
り
立

つ
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
人
流
と
物
流
を
分
け
て

考
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う

象
徴
的
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
最
近
は
新
幹
線
で
も
始

め
て
い
る
。
我
わ
れ
の
仕
事

は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
と
最
初

に
申
し
上
げ
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
支
援
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
り
輸
送
シ

ス
テ
ム
と
し
て
確
立
す
る
と

こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　

寺
田
吉
道
氏　

１
９
６
５

年
12
月
12
日
生
、
岐
阜
県
出

身
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業

後
の
89
年
運
輸
省
入
省
。
観

光
庁
観
光
産
業
課
長
、
大
臣

官
房
広
報
課
長
、
自
動
車
局

旅
客
課
長
、新
潟
県
副
知
事
、

大
臣
官
房
審
議
官
、
鉄
道
局

次
長
を
歴
任
。

　
新
た
な
グ
ル
ー
プ

　
ブ
ラ
ン
ド
を
導
入

日
本
通
運

　

日
本
通
運
は
、
２
０
２
２

年
１
月
４
日
に
予
定
し
て
い

る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制

移
行
に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
統

一
の
ブ
ラ
ン
ド
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
新
た
に
導
入
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

日
本
通
運
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
表
記
で
あ
り
、
新
た
な

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
名
で

あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
短
縮
形
、「
Ｎ

Ｘ
」
を
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド

と
し
、
Ｎ
Ｘ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン

ボ
ル
と
、
新
た
に
フ
レ
ッ
シ

　

福
山
通
運
は
15
日
、
25
㍍

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
新

路
線
、名
古
屋
主
管
支
店（
愛

知
県
北
名
古
屋
市
）
と
入
間

支
店
（
埼
玉
県
入
間
市
）
間

の
運
行
を
開
始
し
た
。
同
ト

ラ
ッ
ク
の
運
行
系
統
と
し
て

は
４
路
線
目
。

　

名
古
屋
主
管
支
店
で
行
わ

れ
た
出
発
式
で
、
小
丸
成
洋

社
長
は
「
当
社
は
安
全
・
安

心
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
交
通
・
労
働
環
境

の
改
善
を
進
め
て
お
り
、
環

境
負
荷
低
減
に
つ

な
が
る
よ
う
、
２

０
１
７
年
10
月
に

日
本
で
初
め
て
25

㍍
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
の
運
行
を

開
始
し
た
。
今
回

の
新
路
線
開
設

は
、
さ
ら
な
る
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ

の
取
り
組
み
、
生

産
性
向
上
な
ど
の

諸
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
け
て
「
お
客
さ
ま
に
さ

ら
に
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
の
効
果
を
最
大
限
に
生

か
し
、
輸
送
の
効
率
化
を
図

っ
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

　

こ
の
後
、
小
丸
社
長
、
長

原
永
壽
専
務
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
し
、
２
台
の
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
し
て
い

っ
た
。

ュ
グ
リ
ー
ン
と
ネ
イ
ビ
ー
ブ

ル
ー
の
２
色
の
グ
ル
ー
プ
カ

ラ
ー
を
軸
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

か
つ
グ
ル
ー
プ
各
社
共
通
で

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
リ
ー
ン
は

「
創
造
性
」「
安
全
性
」「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
、
ネ

イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
は
「
信
頼
」

「
実
行
力
」「
深
い
専
門
性
」

を
示
す
。

　

２
０
１
７
年
に
制
定
し
、

展
開
し
て
き
た
企
業
メ
ッ
セ

ー
ジ
「
Ｗ
ｅ　

Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｗ
ａ
ｙ
」
を
新
た

な
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｘ
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
発
展
さ
せ
る
。

　

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
（
Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｂ
Ｃ
）
は
15

日
、
次
世
代
の
配
送
計
画
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
Ｗ

ｉ
ｓ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ

社
（
本
社
＝
米
国
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
、
チ
ャ
ズ
・
シ

ム
ズ
共
同
創
設

者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

と
業
務
提
携
を

締
結
、
記
者
会

見
を
行
っ
た
。

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｂ
Ｃ
は

日
本
国
内
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
Ｗ
ｉ
ｓ

ｅ
社
開
発
の
次
世
代
配
送
計

画
シ
ス
テ
ム
「
ワ
イ
ズ
・
シ

ス
テ
ム
ズ
」
の
販
売
を
、
今

年
第
４
四
半
期
よ
り
開
始
す

る
。

　
「
ワ
イ
ズ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」

は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配

送
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る

ク
ラ
ウ
ド
お
よ
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ベ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
。
Ａ
Ｉ
と
機
械
学
習
を

駆
使
し
、
配
送
オ
ー
ダ
ー
、

荷
物
、ド
ラ
イ
バ
ー
や
車
両
、

交
通
状
況
と
い
っ
た
配
送
に

関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

取
り
入
れ
、
ル
ー
ト
計
画
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
配
送
ル
ー
ト

や
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
ド
ラ
イ

バ
ー
を
選
定
し
、
最
適
な
配

送
計
画
を
自
動
作
成
す
る
。

　

作
成
し
た
配
送
計
画
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
端
末
へ
配
信

さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

配
送
状
況
の
追
跡
や
進
捗
が

更
新
さ
れ
る
。
配
送
担
当
者

は
日
々
の
ル
ー
ト
計
画
に

要
す
る
時
間
を
短
縮
で
き
る

ほ
か
、
配
送
状
況
を
可
視
化

す
る
こ
と
で
車
両
の
稼
働
や

配
送
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
把
握
で
き
る
。
ド
ラ
イ
バ

ー
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
、
配
送
ル
ー
ト
の
確

認
や
荷
物
の
配
達
完
了
通
知

を
簡
単
に
実
行
で
き
る
。
ま

た
荷
物
を
受
け
取
る
エ
ン
ド

カ
ス
タ
マ
ー
も
、
配
送
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で

き
、
到
着
予
定
時
間
も
受
取

日
に
あ
ら
か
じ
め
把
握
で
き

る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｆ
Ｕ
Ｓ

Ｏ
製
の
ト
ラ
ッ
ク
に
限
ら

ず
、
す
べ
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
車
両
で
利

用
が
可
能
。
同
社
は
２
０
１

７
年
よ
り
車
両
や
車
両
の
運

行
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

管
理
す
る
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス

機
能
「
ト
ラ
ッ
ク
コ
ネ
ク

ト
」
の
新
型
車
両
へ
の
搭
載

を
進
め
て
お
り
、
現
在
す
べ

て
の
新
型
ト
ラ
ッ
ク
へ
搭
載

を
完
了
し
て
い
る
。
同
社
と

し
て
今
回
が
初

と
な
る
外
部
企

業
と
の
業
務
提

携
で
、「
車
両

自
体
を
管
理
す

る
の
み
で
は
な

く
、
物
流
・
配

送
プ
ロ
セ
ス
に

関
わ
る
す
べ
て

の
人
の
ニ
ー
ズ

に
迅
速
に
対
応

す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
企
業
へ
と
進
化
す
る
」

と
語
っ
た
。

　

米
国
か
ら
参
加
し
た
チ
ャ

ズ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
Ａ
Ｉ
が
コ
ア

な
エ
ン
ジ
ン
で
最
大
の
特

徴
。
す
ぐ
使
え
、
使
う
ほ
ど

に
効
果
が
高
ま
る
。
米
国
で

７
年
間
の
実
績
が
あ
り
、
平

均
15
％
の
走
行
距
離
削
減
、

平
均
20
％
稼
働
率
向
上
、
最

大
80
％
の
配
送
遅
延
を
解
消

し
て
い
る
。
日
本
の
ユ
ー
ザ

ー
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
貢

献
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
そ
の
操
作
の
簡
単
さ
を

紹
介
。
導
入
価
格
は
１
０
０

万
円
以
下
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
当
た
り
月
間
５
０
０
０

円
を
考
え
て
い
る
。

　

７
月
１
日
付
国
土
交
通
省
人
事
異
動
で
公
共
交
通
・
物
流
政
策
審
議
官
に
就
任
し

た
寺
田
吉
道
氏
（
前
職
は
鉄
道
局
次
長
）。「
役
割
は
、
交
通
行
政
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

的
な
と
こ
ろ
を
進
め
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
念
頭
に
業
務
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

寺田 吉道 氏

次
世

代
の 

配
送
計
画 

シ
ス

テ
ム 

販
売

米
国
企
業
と
提
携  

Ａ
Ｉ
と
機
械
学
習

三菱ふそう

記者会見の様子

スマホで簡単操作

テープカットする小丸社長（中央）

ダ
ブ
ル
連
結
４
路
線
に

名
古
屋
〜
入
間
の
運
行
開
始

福　通

グループブランドシンボル（縦組み）


